職種：計画設計／基本設計　　職務：計画設計／基本設計
【概要】

顧客の要望事項を整理し、マテリアル・ハンドリング・システムの計画設計／基本設計業務を行う。

【仕事の内容】

顧客の要望事項を前提条件として整理し、マテリアル・ハンドリングに関する計画条件を設定する。また、その計画条件に従って資材の移動、整流、仕分け・分岐、積替え、流動貯蔵・格納保管、梱包などのハンドリング機能、付印・検知・伝達・処置などのコントロール機能を要素とするマテリアル・ハンドリング・システムの構築設計、運用計画、情報システム計画及び仕様に基づいたコストを検討し、実施に向けての計画設計／基本設計を行う。

扱う製品及び対応の方法によって、大きく、標準機器を扱うケースとシステム製品を扱うケースの２つに分けられる。顧客ごとに、あるいは、受注したシステムごとに担当が設定されているケースが多く、営業企画と一緒になって顧客への計画提案を行い、場合によっては後工程となる実施支援業務も行う。

【求められる経験・能力】

（1） 業務分野の幅、知識なども多岐にわたり、統計的な調査・企画分野、機械系（ハード系）、情報系（ソフト系）、建築系の知識が求められる。これらの知識を基に、システムとして完成度を高めるため、バランスのとれた対応能力とコーディネイト能力が求められる。

（2） 計画設計／基本設計の仕事を行うための学歴要件や必要最低経験年数はないものの、多くの場合、大学もしくは大学院又は工業高等専門学校などにおいて上記の基礎知識を身につけていることが望まれる。また、近年、一級建築士、施工管理士などの資格がないと、施工が認められないケースがあり、資格取得者は有利である。中途採用の場合は、有資格者であることや、一定の実務経験や実績が要求される。
（3） 幅広い知識と経験が重要であり、実施設計などの技術部門や工場などで一定の実務経験を積んだ者を配属させる場合が多い。また、営業企画部門との緊密な連携、あるいはその後の実施設計、製造、工事部門など、関係する各工程の担当者とコミュニケーションを図り、連携して効率的に作業を進める能力が求められる。
【関連する資格・検定等】

· 技術士（経営工学部門）［社団法人 日本技術士会技術士試験センター］
· 物流技術管理士［社団法人 日本ロジスティクスシステム協会］
· 国際物流管理士［社団法人 日本ロジスティクスシステム協会］

· ＭＨ技術管理士［日本ＭＨ協会］

· ロジスティクス経営士［社団法人 日本ロジスティクスシステム協会］

· 一級建築士［財団法人 建築技術教育普及センター］
· 建築施工管理技士（１級・２級）［財団法人 建設業振興基金］

· ビジネス・キャリア検定試験　生産管理プランニング２級(製品企画・設計管理) ［中央職業能力開発協会］

· ビジネス・キャリア検定試験　ロジスティクス管理２級、３級［中央職業能力開発協会］
· ビジネス・キャリア検定試験　ロジスティクス・オペレーション２級､３級［中央職業能力開発協会］
【労働省職業分類（小分類）との対応】

０３１　　機械技術者

０３４　　電気技術者

０５１　　建築技術者

０６　　　情報処理技術者

